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仕様書に関する質問・回答書 

 

令和７年９月２６日  

公告番号  第377号 

業 務 名 岡山県高度防災情報ネットワーク整備事業仮想化基盤構築業務 

質問事項 回  答 

１．仕様書「1.4契約方法及び契約期間」 

 令和８年８月１日以降に仮想基盤とし

て正式稼働が可能であること、という認

識でよろしいでしょうか。 

※令和８年７月末日までに設置、試験等

が完了しているという認識 

 

２．仕様書「4.3.1現状調査」 

 L3スイッチの更新を計画しているとの

記載されておりますが、具体的な時期を

ご教授ください。 

 また、L3スイッチの更新によりL3スイ

ッチ側で接続用モジュールを変更する必

要がある場合、必要な接続モジュールは

ご用意いただける想定でよろしいでしょ

うか。 

 L3スイッチ側で設定変更が必要な場合

は、必要な情報の共有、協議後に設定変

更を別途委託業者に依頼し、対応いただ

く想定でよろしいでしょうか。 

 上記の設定変更に必要な費用について

は本業務にて費用計上が必要でしょうか

。 

 

３．仕様書「6.2対応時間」及び「6.5(2)

障害対応」 

 自然災害等の警戒時待機は不要という

想定でよろしいでしょうか。 

 また、災害時などの障害対応について

は、協議による調整が可能という認識で

よろしいでしょうか。 

 

４．仕様書「6.6セキュリティインシデン

ト対応」 

 デジタルフォレンジックの収集・提供

と記載がありますが、本業務で調達・構

築した仮想基盤機器の稼働ログの収集、

提供を行う想定でよろしいでしょうか。 

１．お見込みのとおりですが、具体的な正式

稼働日は、関係業者を含め協議を行い決定

します。 

 

 

 

 

２．L3スイッチは、本業務の機器設置に合わ

せて整備を予定しています。 

 また、L3スイッチ側の接続用モジュールは

、本業務の対象外です。 

 L3スイッチの導入は上記のとおり本業務に

合わせて整備を行うため、初期設定について

別途L3スイッチの整備業者と協議・連携は行

いますので、設定変更は不要となる想定です

。 

 そのため、設定変更費用の計上は不要です

が、実際の業務において設定変更が必要にな

った場合は、変更設計の対象とします。 

 

 

 

 

 

３．自然災害等の警戒時待機は不要です。 

また、災害時を含む障害による緊急時の連絡

受付及び復旧作業については、影響範囲の大

きさに応じて受注者と協議により調整を行う

予定です。 

 

 

 

４．お見込みのとおりです。 

 

 


